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No.366は3月20日発行です。
次回発行

編集後記

2024 年 2月 1日現在の人口と世帯数
住民基本台帳に基づく（　）内は対前月比

人口96,140人（－109）
女49,442人（－38）

41,555世帯（－37）

男46,698人（－71）

本庁舎夜間時間延長窓口	 17：15 ≫ 20：00
3月12日（火）

休日開庁日	 8：30 ≫ 12：00
2月25日（日）・3月24日（日）・30日（土）

水道料金センター臨時営業	 8：30 ≫ 12：00	
3月24日（日）・3月30日（土）
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◆きらりびとで取材したジュエリー作家の山田さん。
「言い訳をせず、自分がこうしようと決めればどう
にでもできる」とまっすぐ言い切る姿がきらきらと輝
いていてまさにきらりびとでした。	 Af

◆子ども食堂とともにcocoro カフェの皆さんが行
っているフードパントリー。冬は野菜が少ないことも
あり提供される食べ物が集まりにくいそうです。身
近でできるSDGs。まずはフードパントリーに寄付し
ようと思います。	 	Hh

◆Sustainable Development Goals 略して
SDGs。これまで幾度となくスベってきた我が編集
後記が月間広報（日本広報協会発行）で紹介され
ました。YDC。やればできる中年の略。	 Yi

◆山間にある実家からの夜の帰り道では野生動物
をよく見かけます。我が家ではこれをナイトサファリ
と読んでいます。ムシャムシャ何やら食べるその場
所は農作物が育つ田畑、複雑な気持ちです。今月号
の安曇野日和ではハンターと歩く里山を取材、里山
と狩猟について学ぶ機会になりました。	 My

第 10回記念信州安曇野ハーフマラソン

6月2日（日）に開催する第10回記念信州安曇野ハ
ーフマラソン。ボランティアや沿道の温かい応援
などの“ 安曇野流おもてなし” がランナーの力に
なります。ボランティアの皆さんの協力無しには
成り立ちません。一緒に大会を作り上げませんか。

オリジナル T シャツ支給！ 出走者に景品プレゼント！

コース沿道での整理、
給水等のランナーサービス 他

対大会当日小学４年生以上の人
（小学生は保護者か責任者が同伴）

コース上を自転車で移動しな
がら救護活動

対自転車でコース上を走行でき
る体力のある人 / 医療関係者、
準ずる資格を有する人
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レース中不測の事態に遭遇し
た場合、できる限り緊急対応
をし、運営スタッフに連絡

（対応後はレースに復帰）

対大会にエントリーした医療
関係者

申込方法

①ながの電子申請サービス
２次元コードからアクセスできます。

②電子メール
申込用紙は市 H

ホームページ
P で入手

できます。

申込期限

　  4月26日（金）まで
※メディカルランナーは3/8から受付開始
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問い合わせ
信州安曇野ハーフマラソン実行委員会事務局（商工観光ｽﾎﾟｰﾂ部内）
399-8281（住所不要）℡72-2239
azumino-half＠city.azumino.nagano.jp


